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研究成果の概要（和文）：本研究の理論的背景である、自己調整学習から発展した、共調整学習や、社会的に共
有された調整学習の研究のサーベイを行なった。21世紀に必要な成人の能力を明らかにするための調査の一環と
して、国際機関OECDの本部への訪問調査を行う予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い断念し
た。文献調査に注力し、教材の開発を行なった。開発した教材はホテル学校や高校で実践した。これらをもとに
学会発表を行ったほか、教材を取り巻く学習環境デザインに関する論文、書籍を出版した。本教材については、
国際的な社会活動(Salzburg Global Seminar)のプロジェクトの一つに活用されることとなった。

研究成果の概要（英文）：We surveyed research on co-regulated and socially shared regulated learning,
 which evolved from self-regulated learning, the theoretical background of this study. As part of 
the research to identify adult competencies needed in the 21st century, we had planned to visit the 
headquarters of an international organization, OECD but decided to decline due to the spread of 
COVID-19. We focused on the literature review and developed educational materials. The developed 
teaching materials were practiced at a hotel school and high school. Based on these materials, we 
made academic conference presentations and published papers and books on the design of learning 
environments surrounding the teaching materials. The teaching materials were used in one 
international social activity (Salzburg Global Seminar) project.

研究分野： 教育工学

キーワード： 自己調整学習　社会的に共有された調整学習　成人学習　デジタルリテラシー　デザイン思考　カード
型教材　ワークショップ　教材管理システム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
成人のデジタルリテラシーの向上とデザイン思考の促進のため、社会的に共有された調整学習が発現し、促進す
る場をデザインしつつ、教材を開発した。本研究では、これまで開発してきたワークシートの補助教材として、
カード型教材を開発し、それら教材を管理するシステムのプロトタイプを制作した。本教材管理システムは、ワ
ークシートやカードに印刷する説明文や図などの情報を、学習の目的や対象者にあわせて変更できる機能を持
つ。印刷する情報をテーマ別のデータセットとしてデータベースに追加していくことで、本教材の用途は多領域
に広がる。成人のインフォーマルな学習の場として特に、まちづくりワークショップなどでの活用が有効であ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 ⼈⽣ 100 年時代において⽣涯は、学習、勤労、引退という直線型から、学び直しを含む複線型

へ変化してきている。複線となる⼤学、職場、地域を通した学習環境のデザイン原則とは何か。 

 グローバル化、ネットワーク化、デジタル化によって学習観が転換し、21 世紀に必要な成⼈

の育成が求められている。しかしながら成⼈に必要な能⼒として、初等中等教育における「21 世

紀型スキル」にあたるような概念は、明らかになっていない。ビジネスの世界において「デザイ

ン思考」の必要性は叫ばれているものの、教育学、認知⼼理学などの学術的観点からの検討はほ

とんどなされていない。 

 OECD(2011)は、ノンフォーマル学習を「学習(学習⽬標、学習時間、もしくは学習⽀援の観

点から)としては明瞭にデザインされていないが、計画された活動に埋め込まれた学習」、インフ

ォーマル学習を「仕事、家庭⽣活、余暇に関連した⽇常の活動の結果としての学習」とし、学校

教育のフォーマル学習とともにその重要性を指摘している。 

 これまで⼤学教育においては、⾃⼰調整学習をはじめとする、さまざまな教育理論、学習理論

をもとにした教材の開発、教育実践が⾏われてきている。同じ成⼈学習であっても、職場研修(ノ

ンフォーマル)や地域活動の不定型で偶発的な場⾯(インフォーマル)での学習の研究は、⼤学教

育(フォーマル)に⽐較すれば、数が少ないのが現状である。21 世紀に必要な成⼈の能⼒を学術

的観点から明らかにし、異なる学習場⾯、⼤学、職場、地域活動に共通して利⽤可能な⾃⼰調整

学習者を育てる教材を開発し、実践研究を⾏う。そこから、フォーマル、ノンフォーマル、イン

フォーマルの連続した複線的な成⼈学習環境のデザイン原則を構築することで、⼤学、職場、地

域の⼈材育成の場⾯にあわせ、効果的な成⼈の学習環境をデザインすることが可能となる。 

 

２．研究の⽬的 

 本研究では、21 世紀に必要な成⼈の能⼒を明らかにし、教育⼯学の観点から⾃⼰調整学習の

理論を発展させた「共調整学習」「社会的に共有された調整学習」の概念をもとに、異なる学習

場⾯、⼤学教育(フォーマル)、職場研修(ノンフォーマル)、地域活動(インフォーマル)に共通し

て利⽤可能な教材開発を⾏い、成⼈学習環境のデザイン原則を構築することを⽬的とする。 

 

３．研究の⽅法 

 21 世紀の成⼈学習環境のデザイン原則を構築するために、1 年⽬は理論的、社会的背景につ

いて調査する。2 年⽬は調査の結果を受け、カリキュラム開発を⾏いつつ、調査の補⾜も⾏う。

3年⽬はカリキュラムに基づき、教材を開発しつつ、実践の中で開発のサイクルを繰り返し、最

終的にデザイン原則を構築する。 

 本研究の理論的側⾯としては、⾃⼰調整学習を発展させる。⼟台となる⾃⼰調整学習（self-



regulation of learning: SRL）の概念は、学習を個⼈の中のものとする学習観に根差している。近

年の認知⼼理学、学習科学などで起こった学習観の転換、学習を実践共同体への参加のプロセス

とみなすことや、協調的な学習に対して、⾃⼰調整学習の概念には限界がある。そこで本研究で

は、複数⼈の活動に着⽬した共調整学習（co-regulation of learning: CoRL）や、地域活動などが

モデルとなりうる社会的に共有された調整学習（socially shared regulation of learning: SSRL）に

着⽬し、理論的発展を⽬指す。 

 

４．研究成果 

 本研究の理論的背景である、⾃⼰調整学習から発展した、複数⼈の活動に着⽬した共調整学習

（co-regulation of learning: CoRL）や、地域活動などがモデルとなりうる社会的に共有された調

整学習（socially shared regulation of learning: SSRL）の研究のサーベイを⾏なった（美⾺, 2019）。 

 21 世紀に必要な成⼈の能⼒を明らかにするための調査の⼀環として、2020 年 3 ⽉に国際機関

の本部（パリ）への訪問調査を⾏う予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡⼤に伴い、⽇

本からの訪問者を受け⼊れないと連絡があり、2020 年 7 ⽉に延期した。その間、⽂献調査、学

会で中間発表を⾏い、訪問調査の準備、教材の開発を⾏なった。しかしながら、感染拡⼤が収ま

らず、7 ⽉の訪問調査を断念し、⽂献調査に注⼒し、教材の開発を⾏なった（美⾺, 2019; 美⾺・

市岡, 2021）。教材の有効性を確認するためのワークショップも、当初⾏う予定であった市⺠活

動の場も、感染の拡⼤が治らず断念することになった。その状況下の実施できたのは、ホテル学

校での実践と、協⼒者による⾼校での利⽤実践報告である。これらをもとにした学会発表を⾏っ

たほか、教材を取り巻く学習環境デザインに関する論⽂、書籍の出版をおこなった。書籍 2 冊

は、本研究の成果を広く知らせるため、1冊は、中学⽣から教育関係者向けに、もう 1冊は、教

育関係者向けに出版した。前者は、『AIの時代を⽣きる : 未来をデザインする創造⼒と共感⼒』

（美⾺, 2021）、後者は『計算論的思考ってなに?―コンピュータサイエンティストのように考え

る』（中島・平⽥・美⾺ほか, 2021）である。 

 本教材については、国際的な社会活動 (Salzburg Global Seminar)のプロジェクトの⼀つに活

⽤されることとなり、今後の発展が期待できる。プロジェクトの情報は以下の通りである。 

ENABLING MAGOME: AN EMPATHIC DESIGN STRATEGY FOR COMMUNITY 

REVITALIZATION (https://www.salzburgglobal.org/multi-year-series/jittn/pageId/9211)  

 また本研究の成果は、2022 年度から始まる基盤研究(B)「成⼈に必要な新たなコンピテンシー

の確⽴と調整学習を基にしたその育成⼿法の開発」につながった。 
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